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(57)【要約】
【課題】不必要な漏洩電流を最小化すると同時に各駆動
動作が円滑に実行される有機発光表示装置およびその駆
動方法を提供する。
【解決手段】具体的に、有機発光表示装置は、複数の走
査線と、複数の発光制御線と、複数のデータ線と、複数
の画素とを含み、対応する走査線、発光制御線、データ
線それぞれに連結されている表示部と、複数の走査線に
複数の走査信号を伝達する走査駆動部と、複数の発光制
御線に複数の発光制御信号を伝達する発光駆動部と、複
数のデータ線に複数のデータ信号を伝達するデータ駆動
部と、一フレーム期間に互いに異なるレベルの電源を複
数の画素に印加する電源駆動部とを含み、複数の画素そ
れぞれは有機発光ダイオードおよびこれに対応するデー
タ信号に応じた電流を伝達する駆動トランジスタを含み
、有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセッ
ト期間の複数のデータ信号の電圧は、前記駆動トランジ
スタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償期間の複数
のデータ信号の電圧よりも高い電圧である。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査線と、
　複数の発光制御線と、
　複数のデータ線と、
　複数の画素を含み、前記複数の画素それぞれは前記複数の走査線のうちの対応する走査
線、複数の発光制御線のうちの対応する発光制御線、および複数のデータ線のうちの対応
するデータ線それぞれに連結されている表示部と、
　前記複数の走査線に複数の走査信号を伝達する走査駆動部と、
　前記複数の発光制御線に複数の発光制御信号を伝達する発光駆動部と、
　前記複数のデータ線に複数のデータ信号を伝達するデータ駆動部と、および
　一フレーム期間に互いに異なるレベルの電源を前記複数の画素に印加する電源駆動部を
備え、
　前記複数の画素それぞれは有機発光ダイオードおよび有機発光ダイオードに対応するデ
ータ信号に応じた電流を伝達する駆動トランジスタを含み、
　前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット期間の複数のデータ信号の
電圧は、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償期間の複数のデー
タ信号の電圧よりも高い電圧であることを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記リセット期間の複数のデータ信号の電圧は、
　前記複数のデータ信号の電圧範囲のうちで最も高い電圧以上であることを特徴とする請
求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記しきい電圧補償期間の複数のデータ信号の電圧は、
　前記駆動トランジスタをターンオンさせることができる最低電圧であることを特徴とす
る請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記複数の走査信号のうちの対応する走査信号に応じて前記複数のデータ信号のうちの
対応するデータ信号を前記駆動トランジスタに伝達する第１スイッチをさらに含み、
　前記走査駆動部は、
　前記リセット期間および前記しきい電圧補償期間に前記複数の走査線に複数の走査信号
を同時に伝達することを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記複数の画素それぞれは、
　前記発光制御信号に応じて第１電源電圧を前記駆動トランジスタに伝達する第２スイッ
チをさらに含み、
　前記駆動トランジスタは有機発光ダイオードのアノード電極に連結されており、
　前記第２スイッチが前記リセット期間にターンオンされ、前記第１電源電圧は前記有機
発光ダイオードのカソード電極電圧よりも低いことを特徴とする請求項４に記載の有機発
光表示装置。
【請求項６】
　前記走査駆動部は、
　前記リセット期間および前記しきい電圧補償期間後の走査期間に前記複数の走査線に前
記複数の走査信号を順に伝達し、
　前記データ駆動部は、
　前記複数の走査信号それぞれが対応する走査線に伝達される時点に同期されて前記複数
のデータ信号を前記複数のデータ線に伝達することを特徴とする請求項１に記載の有機発
光表示装置。
【請求項７】
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　前記複数の画素それぞれに対応するデータ信号が伝達されて前記複数の画素それぞれの
有機発光ダイオードが発光する発光期間の複数のデータ信号の電圧は、前記駆動トランジ
スタに対応するデータ信号を伝達する第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電
圧であることを特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１スイッチは、対応する走査信号に応じて前記駆動トランジスタに前記対応する
データ信号を伝達し、
　前記走査駆動部は、前記発光期間に前記複数の走査線に複数の走査信号を同時に伝達す
ることを特徴とする請求項７に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧は、前記データ信号の電圧範
囲のうちで最も高い電圧以上であることを特徴とする請求項７に記載の有機発光表示装置
。
【請求項１０】
　前記走査駆動部は、
　リセット期間および前記しきい電圧補償期間後の前記発光期間前の走査期間に前記複数
の走査線に前記複数の走査信号を順に伝達し、
　前記データ駆動部は、
　前記複数の走査信号それぞれが対応する走査線に伝達される時点に同期されて前記複数
のデータ信号を前記複数のデータ線に伝達することを特徴とする請求項７に記載の有機発
光表示装置。
【請求項１１】
　複数の走査線と、
　複数の発光制御線と、
　複数のデータ線と、
　複数の画素を含み、前記複数の画素それぞれは前記複数の走査線のうちの対応する走査
線、複数の発光制御線のうちの対応する発光制御線、および複数のデータ線のうちの対応
するデータ線それぞれに連結されている表示部と、
　前記複数の走査線に複数の走査信号を伝達する走査駆動部と、
　前記複数の発光制御線に複数の発光制御信号を伝達する発光駆動部と、
　前記複数のデータ線に複数のデータ信号を伝達するデータ駆動部と、および
　一フレーム期間に互いに異なるレベルの電源を前記複数の画素に印加する電源駆動部を
含み、
　前記複数の画素それぞれは有機発光ダイオード、有機発光ダイオードに対応するデータ
信号に応じた電流を伝達する駆動トランジスタ、および前記駆動トランジスタに対応する
データ信号を伝達する第１スイッチを含み、
　前記複数の画素それぞれに対応するデータ信号が伝達されて前記複数の画素それぞれの
有機発光ダイオードが発光する発光期間の複数のデータ信号の電圧は、前記第１スイッチ
に漏洩電流が発生しないようにする電圧であることを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項１２】
　前記第１スイッチは、対応する走査信号に応じて前記駆動トランジスタに前記対応する
データ信号を伝達し、
　前記走査駆動部は、前記発光期間に前記複数の走査線に複数の走査信号を同時に伝達す
ることを特徴とする請求項１１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１３】
　前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧は、前記データ信号の電圧範
囲のうちで最も高い電圧以上であることを特徴とする請求項１１に記載の有機発光表示装
置。
【請求項１４】
　前記走査駆動部は、
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　前記発光期間前の前記複数の走査線に複数の走査信号が伝達される走査期間に前記複数
の走査線に前記複数の走査信号を順に伝達し、
　前記データ駆動部は、
　前記複数の走査信号それぞれが対応する走査線に伝達される時点に同期されて前記複数
のデータ信号を前記複数のデータ線に伝達することを特徴とする請求項１１に記載の有機
発光表示装置。
【請求項１５】
　有機発光ダイオードと、
　データ信号に応じる駆動電流を前記有機発光ダイオードに伝達する駆動トランジスタと
、および
　走査信号に応じて前記駆動トランジスタのゲート端子に前記データ信号を伝達する第１
スイッチを含み、
　前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット期間の前記データ信号は、
前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償期間の前記データ信号より
も高い電圧であることを特徴とする有機発光表示装置。
【請求項１６】
　前記リセット期間のデータ信号の電圧は、
　前記データ信号の電圧範囲のうちで最も高い電圧以上であることを特徴とする請求項１
５に記載の有機発光表示装置。
【請求項１７】
　前記しきい電圧補償期間のデータ信号の電圧は、
　前記駆動トランジスタをターンオンさせることができる最低電圧であることを特徴とす
る請求項１５に記載の有機発光表示装置。
【請求項１８】
　発光制御信号に応じて第１電源電圧を前記駆動トランジスタに伝達する第２スイッチを
さらに含み、
　前記駆動トランジスタは前記有機発光ダイオードのアノード電極に連結しており、
　前記第２スイッチが前記リセット期間にターンオンされ、前記第１電源電圧は前記有機
発光ダイオードのカソード電極電圧よりも低いことを特徴とする請求項１５に記載の有機
発光表示装置。
【請求項１９】
　前記リセット期間および前記しきい電圧補償期間後の走査信号が前記第１スイッチに伝
達される走査期間に前記走査信号は順に伝達され、前記走査信号が伝達される時点に同期
されて前記データ信号が前記駆動トランジスタのゲート端子に伝達されることを特徴とす
る請求項１５に記載の有機発光表示装置。
【請求項２０】
　前記データ信号が伝達されて前記有機発光ダイオードが発光する発光期間のデータ信号
の電圧は、前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧であることを特徴と
する請求項１５に記載の有機発光表示装置。
【請求項２１】
　前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧は、前記データ信号の電圧範
囲のうちで最も高い電圧以上であることを特徴とする請求項２０に記載の有機発光表示装
置。
【請求項２２】
　前記発光期間前の前記リセット期間およびしきい電圧補償期間後の走査信号が第１スイ
ッチに伝達される走査期間に前記走査信号は順に伝達され、前記走査信号が伝達される時
点に同期されて前記走査信号に対応するデータ信号が駆動トランジスタのゲート端子に伝
達されることを特徴とする請求項２０に記載の有機発光表示装置。
【請求項２３】
　有機発光ダイオードと、
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　データ信号に応じる駆動電流を前記有機発光ダイオードに伝達する駆動トランジスタと
、および
　走査信号に応じて前記駆動トランジスタのゲート端子に前記データ信号を伝達する第１
スイッチを含み、
　前記データ信号が伝達されて前記有機発光ダイオードが発光する発光期間のデータ信号
の電圧は、前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧であることを特徴と
する有機発光表示装置。
【請求項２４】
　前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧は、前記データ信号の電圧範
囲のうちで最も高い電圧以上であることを特徴とする請求項２３に記載の有機発光表示装
置。
【請求項２５】
　前記発光期間前の前記走査信号が第１スイッチに伝達される走査期間に前記走査信号は
順に伝達され、前記走査信号が伝達される時点に同期されて前記走査信号に対応するデー
タ信号が駆動トランジスタのゲート端子に伝達されることを特徴とする請求項２３に記載
の有機発光表示装置。
【請求項２６】
　複数の画素を含み、前記複数の画素それぞれは有機発光ダイオードおよび有機発光ダイ
オードにデータ信号に応じた駆動電流を伝達する駆動トランジスタを含む有機発光表示装
置の駆動方法であって、
　前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット段階と、
　前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償段階と、および
　前記データ信号を前記駆動トランジスタに伝達する走査段階を含み、
　前記リセット段階に対応するデータ信号の電圧は、前記しきい電圧補償段階に対応する
データ信号の電圧よりも高いことを特徴とする有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２７】
　前記リセット段階に対応するデータ信号の電圧は、
　前記データ信号の電圧範囲のうちで最も高い電圧以上であることを特徴とする請求項２
６に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２８】
　前記しきい電圧補償段階に対応するデータ信号の電圧は、
　前記駆動トランジスタをターンオンさせることができる最低電圧であることを特徴とす
る請求項２６に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項２９】
　前記複数の画素それぞれは、
　走査信号に応じて前記駆動トランジスタに前記データ信号を伝達する第１スイッチをさ
らに含み、
　前記走査信号を伝達する走査駆動部は、
　前記リセット段階および前記しきい電圧補償段階で前記複数の画素それぞれに前記走査
信号を同時に伝達することを特徴とする請求項２６に記載の有機発光表示装置の駆動方法
。
【請求項３０】
　前記複数の画素それぞれは、
　発光制御信号に応じて第１電源電圧を前記駆動トランジスタに伝達する第２スイッチを
さらに含み、
　前記駆動トランジスタは有機発光ダイオードのアノード電極に連結しており、
　前記第２スイッチが前記リセット段階でターンオンされ、前記第１電源電圧は前記有機
発光ダイオードのカソード電極電圧よりも低いことを特徴とする請求項２９に記載の有機
発光表示装置の駆動方法。
【請求項３１】
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　前記走査段階で、
　前記複数の画素に走査信号が順に伝達され、前記走査信号が伝達される時点に前記走査
信号に対応するデータ信号が同期されて伝達されることを特徴とする請求項２６に記載の
有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項３２】
　前記走査段階後、前記複数の画素それぞれに対応するデータ信号が伝達されて前記複数
の画素それぞれの有機発光ダイオードが発光する発光段階をさらに含み、
　前記発光段階に対応するデータ信号の電圧は、前記駆動トランジスタに対応するデータ
信号を伝達する第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧であることを特徴と
する請求項２６に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項３３】
　前記第１スイッチは、対応する走査信号に応じて前記駆動トランジスタに前記対応する
データ信号を伝達し、
　前記発光段階で走査信号を伝達する走査駆動部が前記走査信号を同時に伝達することを
特徴とする請求項３２に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項３４】
　前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧は、前記データ信号の電圧範
囲のうちで最も高い電圧以上であることを特徴とする請求項３２に記載の有機発光表示装
置の駆動方法。
【請求項３５】
　前記発光段階前の走査段階で、
　前記複数の画素に走査信号が順に伝達され、前記走査信号が伝達される時点に前記走査
信号に対応するデータ信号が同期されて伝達されることを特徴とする請求項３２に記載の
有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項３６】
　複数の画素を含み、前記複数の画素それぞれは有機発光ダイオード、有機発光ダイオー
ドにデータ信号に応じた駆動電流を伝達する駆動トランジスタ、および走査信号に応じて
前記駆動トランジスタに前記データ信号を伝達する第１スイッチを含む有機発光表示装置
の駆動方法であって、
　前記データ信号を前記駆動トランジスタに伝達する走査段階と、および
　前記駆動電流に応じて前記有機発光ダイオードが発光する発光段階を含み、
　前記発光段階に対応するデータ信号の電圧は、前記第１スイッチに漏洩電流が流れない
ようにする電圧であることを特徴とする有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項３７】
　前記発光段階で、前記走査信号を伝達する走査駆動部が前記走査信号を複数の画素それ
ぞれに同時に伝達することを特徴とする請求項３６に記載の有機発光表示装置の駆動方法
。
【請求項３８】
　前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧は、前記データ信号の電圧範
囲のうちで最も高い電圧以上であることを特徴とする請求項３６に記載の有機発光表示装
置の駆動方法。
【請求項３９】
　前記発光段階前の走査段階で、
　前記複数の画素に走査信号が順に伝達され、前記走査信号が伝達される時点に前記走査
信号に対応するデータ信号が同期されて伝達されることを特徴とする請求項３６に記載の
有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項４０】
　前記走査段階および発光段階前に、
　前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット段階と、および
　前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償段階をさらに含み、
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　前記リセット段階に対応するデータ信号の電圧と前記発光段階に対応するデータ信号の
電圧は、前記しきい電圧補償段階に対応するデータ信号の電圧よりも高いことを特徴とす
る請求項３６に記載の有機発光表示装置の駆動方法。
【請求項４１】
　前記リセット段階に対応するデータ信号の電圧と前記発光段階に対応するデータ信号の
電圧は、前記走査段階で前記駆動トランジスタに伝達されるデータ信号の電圧範囲のうち
で最も高い電圧以上であることを特徴とする請求項４０に記載の有機発光表示装置の駆動
方法。
【請求項４２】
　前記しきい電圧補償段階に対応するデータ信号の電圧は、前記駆動トランジスタをター
ンオンさせることができる最低電圧であることを特徴とする請求項４０に記載の有機発光
表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機発光表示装置およびその駆動方法に関し、より詳細には、パネル全体の駆
動方式が同時発光方式である表示装置において、画素の駆動時に漏洩電流を制御する表示
装置とその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管（Cathode Ray Tube）の短所である重量と体積を減らすことができる各
種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装置（Liquid Cryst
al Display：ＬＣＤ）、電界放出表示装置（Field Emission Display：ＦＥＤ）、プラズ
マ表示パネル（Plasma Display Panel：ＰＤＰ）、および有機発光表示装置（Organic Li
ght Emitting Display：ＯＬＥＤ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうちで有機発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生する
有機発光ダイオードを利用して映像を表示するものであり、速い応答速度を有すると共に
低い消費電力で駆動され、発光効率、輝度、および視野角が優れているという長所があり
注目されている。
【０００４】
　通常、有機電界発光表示装置（ＯＬＥＤ）は、有機発光ダイオードを駆動する方式に応
じてパッシブマトリックス型ＯＬＥＤ（ＰＭＯＬＥＤ）とアクティブマトリックス型ＯＬ
ＥＤ（ＡＭＯＬＥＤ）とに分類される。
【０００５】
　このうち、解像度、コントラスト、動作速度の観点において、単位画素ごとに選択して
点灯するアクティブマトリックス型ＯＬＥＤ（ＡＭＯＬＥＤ）が主流となっている。
【０００６】
　アクティブマトリックス型ＯＬＥＤの一画素は、有機発光ダイオードと、有機発光ダイ
オードに供給される電流量を制御する駆動トランジスタと、駆動トランジスタに有機発光
ダイオードの発光量を制御するデータ信号を伝達するスイッチングトランジスタとを含む
。
【０００７】
　アクティブマトリックス型ＯＬＥＤの一駆動方式によれば、有機発光ダイオードのアノ
ード電極電圧をリセットするリセット期間と、全体有機発光ダイオードが対応する電流に
よって発光する発光期間とを含むことができる。
【０００８】
　この駆動方式によれば、リセット期間および発光期間にスイッチングトランジスタに漏
洩電流が流れる問題点が発生する。これにより、表示装置の画質特性が低下するという問
題がある。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明はこのような問題点を解決するためになされたものであって、有機発光表示装置
の各画素の駆動方式に応じて段階別に制御することにより、不必要な漏洩電流を最小化す
ると同時に各駆動動作が円滑に実行される有機発光表示装置を提供し、これに対する駆動
方法を提供することを目的とする。
【００１０】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、以上で言及した技術的課題に制限されるもの
ではなく、言及されていないさらに他の技術的課題は、本発明の記載から当該分野におい
て通常の知識を有する者によって明確に理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した目的を達成するために、本発明の一実施形態に係る有機発光表示装置は、複数
の走査線と、複数の発光制御線と、複数のデータ線と、複数の画素とを含み、前記複数の
画素それぞれは前記複数の走査線のうちの対応する走査線、複数の発光制御線のうちの対
応する発光制御線、および複数のデータ線のうちの対応するデータ線それぞれに連結され
ている表示部と、前記複数の走査線に複数の走査信号を伝達する走査駆動部と、前記複数
の発光制御線に複数の発光制御信号を伝達する発光駆動部と、前記複数のデータ線に複数
のデータ信号を伝達するデータ駆動部と、一フレーム期間に互いに異なるレベルの電源を
前記複数の画素に印加する電源駆動部とを含む。このとき、前記複数の画素それぞれは、
有機発光ダイオードおよび有機発光ダイオードに対応するデータ信号に応じた電流を伝達
する駆動トランジスタを含み、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセッ
ト期間の複数のデータ信号の電圧は、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしき
い電圧補償期間の複数のデータ信号の電圧よりも高い電圧であることを特徴とする。
【００１２】
　前記本発明において、前記リセット期間の複数のデータ信号の電圧は特に制限されるも
のではないが、好ましくは前記複数のデータ信号の電圧範囲のうちで最も高い電圧以上で
あってもよい。
【００１３】
　また、前記しきい電圧補償期間の複数のデータ信号の電圧は特に制限されるものではな
いが、前記駆動トランジスタをターンオンさせることができる最低電圧であってもよい。
【００１４】
　本発明の一実施形態によって、前記複数の画素それぞれは、前記複数の走査信号のうち
の対応する走査信号に応じて前記複数のデータ信号のうちの対応するデータ信号を前記駆
動トランジスタに伝達する第１スイッチをさらに含んでもよいが、前記走査駆動部は前記
リセット期間および前記しきい電圧補償期間に前記複数の走査線に複数の走査信号を同時
に伝達する。
【００１５】
　前記一実施形態において、前記複数の画素それぞれは、前記発光制御信号に応じて第１
電源電圧を前記駆動トランジスタに伝達する第２スイッチをさらに含み、前記駆動トラン
ジスタは有機発光ダイオードのアノード電極に連結しており、前記第２スイッチが前記リ
セット期間にターンオンされ、前記第１電源電圧は前記有機発光ダイオードのカソード電
極電圧よりも低いことを特徴とする。
【００１６】
　また、前記走査駆動部は、前記リセット期間および前記しきい電圧補償期間後の走査期
間に前記複数の走査線に前記複数の走査信号を順に伝達し、前記データ駆動部は、前記複
数の走査信号それぞれが対応する走査線に伝達される時点に同期されて前記複数のデータ
信号を前記複数のデータ線に伝達することを特徴とする。
【００１７】
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　本発明の一実施形態において、前記複数の画素それぞれに対応するデータ信号が伝達さ
れて前記複数の画素それぞれの有機発光ダイオードが発光する発光期間の複数のデータ信
号の電圧は、前記駆動トランジスタに対応するデータ信号を伝達する第１スイッチに漏洩
電流が発生しないようにする電圧であってもよい。
【００１８】
　このとき、前記第１スイッチは、対応する走査信号に応じて前記駆動トランジスタに前
記対応するデータ信号を伝達し、前記走査駆動部は、前記発光期間に前記複数の走査線に
複数の走査信号を同時に伝達することを特徴とする。
【００１９】
　前記実施形態において、前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧は、
前記複数の画素それぞれに対応するデータ信号の電圧範囲のうちで最も高い電圧以上であ
ってもよい。
【００２０】
　前記実施形態において、前記走査駆動部は、リセット期間および前記しきい電圧補償期
間後の前記発光期間前の走査期間に前記複数の走査線に前記複数の走査信号を順に伝達し
、前記データ駆動部は、前記複数の走査信号それぞれが対応する走査線に伝達される時点
に同期されて前記複数のデータ信号を前記複数のデータ線に伝達してもよい。
【００２１】
　上述した目的を達成するために、本発明の他の一実施形態に係る有機発光表示装置は、
複数の走査線と、複数の発光制御線と、複数のデータ線と、複数の画素とを含み、前記複
数の画素それぞれは前記複数の走査線のうちの対応する走査線、複数の発光制御線のうち
の対応する発光制御線、および複数のデータ線のうちの対応するデータ線それぞれに連結
されている表示部と、前記複数の走査線に複数の走査信号を伝達する走査駆動部と、前記
複数の発光制御線に複数の発光制御信号を伝達する発光駆動部と、前記複数のデータ線に
複数のデータ信号を伝達するデータ駆動部と、一フレーム期間に互いに異なるレベルの電
源を前記複数の画素に印加する電源駆動部とを含む。このとき、前記複数の画素それぞれ
は、有機発光ダイオードと、有機発光ダイオードに対応するデータ信号に応じた電流を伝
達する駆動トランジスタと、前記駆動トランジスタに対応するデータ信号を伝達する第１
スイッチとを含み、前記複数の画素それぞれに対応するデータ信号が伝達されて前記複数
の画素それぞれの有機発光ダイオードが発光する発光期間の複数のデータ信号の電圧は、
前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧であってもよい。
【００２２】
　本発明において、前記第１スイッチは、対応する走査信号に応じて前記駆動トランジス
タに前記対応するデータ信号を伝達し、前記走査駆動部は、前記発光期間に前記複数の走
査線に複数の走査信号を同時に伝達してもよい。
【００２３】
　また、前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧は特に制限されるもの
ではないが、前記複数の画素それぞれに対応するデータ信号の電圧範囲のうちで最も高い
電圧以上であることを特徴とする。
【００２４】
　また、前記走査駆動部は、前記発光期間前の前記複数の走査線に複数の走査信号が伝達
される走査期間に前記複数の走査線に前記複数の走査信号を順に伝達し、前記データ駆動
部は、前記複数の走査信号それぞれが対応する走査線に伝達される時点に同期されて前記
複数のデータ信号を前記複数のデータ線に伝達することを特徴とする。
【００２５】
　上述した目的を達成するために、本発明の他の一実施形態に係る有機発光表示装置は、
有機発光ダイオードと、データ信号に応じる駆動電流を前記有機発光ダイオードに伝達す
る駆動トランジスタと、走査信号に応じて前記駆動トランジスタのゲート端子に前記デー
タ信号を伝達する第１スイッチとを含み、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセット
するリセット期間の前記データ信号の電圧は、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償
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するしきい電圧補償期間の前記データ信号の電圧よりも高い電圧であってもよい。
【００２６】
　前記実施形態に係る本発明の有機発光表示装置において、前記リセット期間のデータ信
号の電圧は特に制限されるものではないが、前記データ信号の電圧範囲のうちで最も高い
電圧以上であってもよい。
【００２７】
　また、前記しきい電圧補償期間のデータ信号の電圧は特に制限されるものではないが、
前記駆動トランジスタをターンオンさせることができる最低電圧であってもよい。
【００２８】
　上述した目的を達成するために、本発明の他の一実施形態に係る有機発光表示装置は、
発光制御信号に応じて第１電源電圧を前記駆動トランジスタに伝達する第２スイッチをさ
らに含み、前記駆動トランジスタは前記有機発光ダイオードのアノード電極に連結されて
おり、前記第２スイッチが前記リセット期間にターンオンし、前記第１電源電圧は前記有
機発光ダイオードのカソード電極電圧よりも低いことを特徴とする。
【００２９】
　前記実施形態に係る本発明において、前記リセット期間および前記しきい電圧補償期間
後の走査信号が前記第１スイッチに伝達される走査期間に前記走査信号は順に伝達され、
前記走査信号が伝達される時点に同期されて前記データ信号が前記駆動トランジスタのゲ
ート端子に伝達されてもよい。
【００３０】
　前記実施形態において、前記データ信号が伝達されて前記有機発光ダイオードが発光す
る発光期間のデータ信号の電圧は特に制限されるものではないが、前記第１スイッチに漏
洩電流が発生しないようにする電圧であることが好ましい。
【００３１】
　また、前記実施形態において、前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電
圧は特に制限されるものではないが、前記有機発光ダイオードに伝達されるデータ信号の
電圧範囲のうちで最も高い電圧以上であってもよい。
【００３２】
　前記実施形態に係る本発明において、前記発光期間前の前記リセット期間およびしきい
電圧補償期間後の走査信号が第１スイッチに伝達される走査期間に前記走査信号は順に伝
達され、前記走査信号が伝達される時点に同期されて前記走査信号に対応するデータ信号
が駆動トランジスタのゲート端子に伝達されることを特徴とする。
【００３３】
　上述した目的を達成するために、本発明の他の一実施形態に係る有機発光表示装置は、
有機発光ダイオードと、データ信号に応じる駆動電流を前記有機発光ダイオードに伝達す
る駆動トランジスタと、走査信号に応じて前記駆動トランジスタのゲート端子に前記デー
タ信号を伝達する第１スイッチとを含み、前記データ信号が伝達されて前記有機発光ダイ
オードが発光する発光期間のデータ信号の電圧は、前記第１スイッチに漏洩電流が発生し
ないようにする電圧であってもよい。
【００３４】
　前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧は特に制限されるものではな
いが、前記有機発光ダイオードに伝達されるデータ信号の電圧範囲のうちで最も高い電圧
以上であってもよい。
【００３５】
　前記実施形態に係る本発明において、前記発光期間前の前記走査信号が第１スイッチに
伝達される走査期間に前記走査信号は順に伝達され、前記走査信号が伝達される時点に同
期されて前記走査信号に対応するデータ信号が駆動トランジスタのゲート端子に伝達され
てもよい。
【００３６】
　上述した目的を達成するために、本発明の一実施形態に係る有機発光表示装置の駆動方
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法は、複数の画素を含み、前記複数の画素それぞれは有機発光ダイオードおよび有機発光
ダイオードにデータ信号に応じた駆動電流を伝達する駆動トランジスタを含む有機発光表
示装置の駆動方法において、前記有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット
段階と、前記駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償段階と、前記デー
タ信号を前記駆動トランジスタに伝達する走査段階とを含む。
【００３７】
　本発明の一実施形態において、前記リセット段階、しきい電圧補償段階、および走査段
階を含んで有機発光表示装置で１つのフレームを実現してもよい。このとき、前記リセッ
ト段階に対応するデータ信号の電圧は、前記しきい電圧補償段階に対応するデータ信号の
電圧よりも高くてもよい。
【００３８】
　本発明の駆動方法において、前記リセット段階に対応するデータ信号の電圧は特に制限
されるものではないが、前記データ信号の電圧範囲のうちで最も高い電圧以上であってよ
い。
【００３９】
　また、前記一実施形態において、前記しきい電圧補償段階に対応するデータ信号の電圧
は特に制限されるものではないが、前記駆動トランジスタをターンオンさせることができ
る最低電圧であってもよい。
【００４０】
　本発明の一実施形態において、前記複数の画素それぞれは、走査信号に応じて前記駆動
トランジスタに前記データ信号を伝達する第１スイッチをさらに含んでもよく、前記走査
信号を伝達する走査駆動部は、前記リセット段階および前記しきい電圧補償段階で前記複
数の画素それぞれに前記走査信号を同時に伝達することを特徴とする。
【００４１】
　前記一実施形態において、前記複数の画素それぞれは、発光制御信号に応じて第１電源
電圧を前記駆動トランジスタに伝達する第２スイッチをさらに含んでもよく、前記駆動ト
ランジスタは有機発光ダイオードのアノード電極に連結しており、前記第２スイッチが前
記リセット段階でターンオンされ、前記第１電源電圧は前記有機発光ダイオードのカソー
ド電極電圧よりも低いことを特徴とする。
【００４２】
　前記一実施形態に係る本発明の駆動方法は、前記走査段階で前記複数の画素に走査信号
が順に伝達され、前記走査信号が伝達される時点に前記走査信号に対応するデータ信号が
同期されて伝達されることを特徴とする。
【００４３】
　また、前記走査段階後に、前記複数の画素それぞれに対応するデータ信号が伝達されて
前記複数の画素それぞれの有機発光ダイオードが発光する発光段階をさらに含んでもよい
。このような場合、本発明の一実施形態において、前記リセット段階、しきい電圧補償段
階、走査段階、および発光段階を含んで有機発光表示装置で１つのフレームを実現しても
よい。このとき、前記発光段階に対応するデータ信号の電圧は特に制限されるものではな
いが、前記駆動トランジスタに対応するデータ信号を伝達する第１スイッチに漏洩電流が
発生しないようにする電圧であることを特徴とする。
【００４４】
　前記一実施形態において、前記第１スイッチは、対応する走査信号に応じて前記駆動ト
ランジスタに前記対応するデータ信号を伝達し、前記発光段階で走査信号を伝達する走査
駆動部が前記走査信号を同時に伝達してもよい。
【００４５】
　前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧は特に制限されるものではな
いが、前記複数の画素それぞれに対応するデータ信号の電圧範囲のうちで最も高い電圧以
上であってもよい。
【００４６】
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　本発明の一実施形態に係る駆動方法は、前記発光段階前の走査段階で前記複数の画素に
走査信号が順に伝達され、前記走査信号が伝達される時点に前記走査信号に対応するデー
タ信号が同期されて伝達されることを特徴とする。
【００４７】
　上述した目的を達成するために、本発明の他の一実施形態に係る有機発光表示装置の駆
動方法は、複数の画素を含み、前記複数の画素それぞれは有機発光ダイオードと、有機発
光ダイオードにデータ信号に応じた駆動電流を伝達する駆動トランジスタと、走査信号に
応じて前記駆動トランジスタに前記データ信号を伝達する第１スイッチとを含む有機発光
表示装置の駆動方法において、前記データ信号を前記駆動トランジスタに伝達する走査段
階と、前記駆動電流に応じて前記有機発光ダイオードが発光する発光段階を含んでもよい
。このとき、前記発光段階に対応するデータ信号の電圧は特に制限されるものではないが
、前記第１スイッチに漏洩電流が流れないようにする電圧であってもよい。
【００４８】
　前記一実施形態において、前記発光段階は、前記走査信号を伝達する走査駆動部が前記
走査信号を複数の画素それぞれに同時に伝達することを特徴とする。
【００４９】
　また、前記第１スイッチに漏洩電流が発生しないようにする電圧は特に制限されるもの
ではないが、前記データ信号の電圧範囲のうちで最も高い電圧以上であってもよい。
【００５０】
　前記一実施形態において、前記発光段階前の走査段階は、前記複数の画素に走査信号が
順に伝達され、前記走査信号が伝達される時点に前記走査信号に対応するデータ信号が同
期されて伝達されることを特徴とする。
【００５１】
　また、前記一実施形態において、前記走査段階および発光段階前に、前記有機発光ダイ
オードの駆動電圧をリセットするリセット段階と、前記駆動トランジスタのしきい電圧を
補償するしきい電圧補償段階とをさらに含んでもよい。このような実施形態の場合、前記
リセット段階、しきい電圧補償段階、走査段階、および発光段階を含んで有機発光表示装
置で１つのフレームを実現してもよい。
【００５２】
　このとき、前記リセット段階に対応するデータ信号の電圧と前記発光段階に対応するデ
ータ信号の電圧は、前記しきい電圧補償段階に対応するデータ信号の電圧よりも高いこと
を特徴とする。
【００５３】
　本発明の一実施形態において、１つのフレームを実現する前記のリセット段階、しきい
電圧補償段階、走査段階、および発光段階において、走査信号に応じて対応するデータ信
号が有機発光ダイオードに印加される走査段階を除いた残りの段階で、各段階に対応する
データ信号の電圧レベルは互いに相違してもよい。
【００５４】
　すなわち、前記リセット段階に対応するデータ信号の電圧と前記発光段階に対応するデ
ータ信号の電圧は、前記走査段階で前記駆動トランジスタに伝達されるデータ信号の電圧
範囲のうちで最も高い電圧以上であってもよい。
【００５５】
　また、前記リセット段階に対応するデータ信号の電圧と前記発光段階に対応するデータ
信号の電圧は、前記しきい電圧補償段階に対応するデータ信号の電圧よりも高くてもよい
。
【００５６】
　前記一実施形態に係る本発明の有機発光表示装置の駆動方法において、前記しきい電圧
補償段階に対応するデータ信号の電圧は特に制限されるものではないが、前記駆動トラン
ジスタをターンオンさせることができる最低電圧であることを特徴とする。
【発明の効果】
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【００５７】
　本発明の有機発光表示装置によれば、有機発光表示装置の駆動回路自体によって駆動期
間に応じてデータ信号の電圧を可変させることにより、駆動トランジスタのしきい電圧の
偏差を補償することができる。
【００５８】
　また、前記効率的なトランジスタのしきい電圧を補償すると同時に駆動回路のスイッチ
トランジスタ側への漏洩電流を最小化することができるため、漏洩電流による表示画質の
低下と深刻な品質特性の低下を防ぐことができる。
【００５９】
　さらに、フレームを実現する期間で有機発光ダイオードの電極電圧と入力電源の電圧を
所定のレベルで定義されたデータ電圧で調節することにより、有機発光ダイオード側への
漏洩電流も最小化し、最終的に有機発光表示装置の画質特性を改善することができる効果
がある。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の一実施形態に係る有機発光表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る有機発光表示装置の発光方式の駆動動作を示す図であ
る。
【図３】図１に示す画素の一実施形態に係る構成を示す回路図である。
【図４】従来の一実施形態に係る有機発光表示装置の同時発光方式の画素の駆動を示す駆
動タイミング図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る有機発光表示装置の同時発光方式の画素の駆動を示す
駆動タイミング図である。
【図６】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置の駆動段階別の画素駆動を示す回路図
である。
【図７】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置の駆動段階別の画素駆動を示す駆動タ
イミング図である。
【図８】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置の駆動段階別の画素駆動を示す回路図
である。
【図９】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置の駆動段階別の画素駆動を示す駆動タ
イミング図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置の駆動段階別の画素駆動を示す回路
図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置の駆動段階別の画素駆動を示す駆動
タイミング図である。
【図１２】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置の駆動段階別の画素駆動を示す回路
図である。
【図１３】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置の駆動段階別の画素駆動を示す駆動
タイミング図である。
【図１４】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置の駆動段階別の画素駆動を示す回路
図である。
【図１５】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置の駆動段階別の画素駆動を示す駆動
タイミング図である。
【発明を実施するための形態】
【００６１】
　以下、本発明の一実施形態について、添付の図面を参照しながら本発明が属する技術分
野において通常の知識を有する者が容易に実施できるように説明する。図面において、本
発明を明確に説明するために説明上の不必要な部分は省略し、明細書全体にわたって類似
した部分については類似した図面符号を付与する。
【００６２】
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　明細書全体において、ある部分が他の部分と「連結」しているとするとき、これは「直
接的に連結」している場合だけではなく、その中間に他の素子を間において「電気的に連
結」している場合も含む。さらに、ある部分がある構成要素を「含む」とするとき、これ
は特に反対となる記載がない限り、他の構成要素を除くのではなく他の構成要素をさらに
含むことを意味する。
【００６３】
　図１は本発明の一実施形態に係る有機発光表示装置のブロック図であり、図２は本発明
の一実施形態に係る有機発光表示装置の発光方式の駆動動作を示す図である。
【００６４】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態に係る有機発光表示装置は、複数の走査線（Ｓ１
～Ｓｎ）、複数の発光制御線（ＧＣ１～ＧＣｎ）、および複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）
と接続する画素１４０(図３に詳細を示す)を含む表示部１３０と、前記複数の走査線Ｓ１
～Ｓｎを介して各画素に走査信号を提供する走査駆動部１１０と、前記複数の発光制御線
（ＧＣ１～ＧＣｎ）を介して各画素に制御信号を提供する発光制御駆動部１６０と、前記
複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）を介して各画素にデータ信号を提供するデータ駆動部１２
０と、走査駆動部１１０、データ駆動部１２０、および発光制御駆動部１６０を制御する
ためのタイミング制御部１５０とを備える。
【００６５】
　また、前記表示部１３０は、前述したように走査線（Ｓ１～Ｓｎ）およびデータ線（Ｄ
１～Ｄｍ）の交差部に位置する画素１４０を備える。画素１４０は外部から第１電源（Ｅ
ＬＶＤＤ）および第２電源（ＥＬＶＳＳ）の供給を受ける。
【００６６】
　前記画素１４０は、図３を用いて後述するが、対応するデータ信号に応じて有機発光ダ
イオードに電流を供給し、有機発光ダイオードは供給された電流に応じて所定の輝度の光
を発光する。
【００６７】
　ただし、図１では、本発明の実施形態の場合、前記第１電源（ＥＬＶＤＤ）は一フレー
ムの期間に互いに異なるレベルの電圧値を前記表示部の各画素１４０に印加することを特
徴とする。このために、本実施形態の有機発光表示装置は、前記第１電源（ＥＬＶＤＤ）
の供給を制御する電源駆動部１７０をさらに備える。前記電源駆動部１７０は前記タイミ
ング制御部１５０によって制御される。
【００６８】
　しかしながら、本発明は、必ずしもこのような構成に限定されるものではない。例えば
、本発明の他の一実施形態にあっては、前記第１電源による電源供給を制御するために、
電源駆動部１７０以外に、一フレームの期間に予め設定されたレベルの電圧値を各画素に
印加するように第２電源の供給を制御する電源駆動部をさらに備えてもよい。
【００６９】
　また、本発明の実施形態に係る前記有機発光表示装置は、同時発光（Simultaneous Emi
ssion）方式によって駆動される。
【００７０】
　図２に示すように、同時発光方式によれば、一フレームの期間は、全体画素それぞれに
複数のデータ信号が伝達および記入（programming）される走査期間と、全体画素にデー
タ信号記入が完了した後、全体画素それぞれが記入されたデータ信号それぞれに応じて発
光する発光期間とを含む。
【００７１】
　従来の順次発光方式の場合、各走査ライン別にデータ信号が順に入力されてから、直ぐ
に発光も順に実行されるものである。しかし、本発明の実施形態では、前記データ信号入
力は順に実行されるが、発光はデータ信号入力が完了した後に全体的に一括で実行される
ものである。
【００７２】
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　より具体的に、図２を参照すれば、本発明の実施形態に係る駆動段階は大きく、（ａ）
画素内の有機発光ダイオードの駆動電圧をリセットするリセット段階と、（ｂ）前記有機
発光ダイオードの駆動トランジスタのしきい電圧を補償するしきい電圧補償段階と、（ｃ
）有機発光表示装置の表示部の複数の画素それぞれにデータ信号が伝達される走査段階と
、（ｄ）有機発光表示装置の表示部のすべての画素それぞれの有機発光ダイオードが前記
伝達されたデータ信号に対応して発光する発光段階とに分けられる。
【００７３】
　前記（ｃ）走査段階（データ信号入力段階）は各走査ライン別に順に実行されるが、残
りの（ａ）リセット段階、（ｂ）しきい電圧補償段階、（ｄ）発光段階は図に示すように
表示部１３０全体で同時に一括的に実行される。
【００７４】
　ただし、本発明の実施形態によっては、前記（ｄ）発光段階の後に（ｅ）発光オフ段階
がさらに含まれてもよい。
【００７５】
　ここで、前記（ａ）リセット段階は、表示部１３０の各画素１４０の有機発光ダイオー
ドに印加された駆動電圧をリセットする段階であり、有機発光ダイオードのカソード電極
が一定の電圧に固定されていれば、リセット段階は有機発光ダイオードのアノード電極電
圧を０Ｖ電圧に設定する期間である。本発明の実施形態では、（ａ）リセット段階に発生
する漏洩電流を遮断するために、有機発光ダイオードのカソード電極の電圧を０Ｖよりも
高い電圧に設定する。
【００７６】
　また、前記（ｂ）しきい電圧補償段階は、前記各画素１４０に備えられた駆動トランジ
スタのしきい電圧を補償する段階である。
【００７７】
　このために、前記（ａ）リセット段階、（ｂ）しきい電圧補償段階、（ｄ）発光段階、
および（ｅ）発光オフ段階に印加される信号、すなわち、複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）そ
れぞれに印加される複数の走査信号、複数の画素１４０それぞれに印加される第１電源（
ＥＬＶＤＤ）、複数の発光制御線（ＧＣ１～ＧＣｎ）それぞれに印加される複数の発光制
御信号は、前記表示部１３０に備えられた各画素１４０に対して同時に一括的にそれぞれ
予め設定された所定の電圧レベルで印加される。
【００７８】
　このような本発明の実施形態に係る「同時発光方式」に基づく場合、それぞれの動作期
間（（ａ）～（ｅ）段階）が時間的に明確に分離されるため、各画素１４０に備えられる
補償回路のトランジスタおよびこれを制御する信号線の数を減らすことができる。
【００７９】
　図３は、図１に示す画素の一実施形態に係る構成を示す回路図である。
【００８０】
　図３を参照すれば、本発明の一実施形態に係る画素１４０は、有機発光ダイオード（Or
ganic Light Emitting Diode、ＯＬＥＤ）と、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）に電流を
供給するための画素の駆動回路１４２とを備える。
【００８１】
　有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極は画素駆動回路１４２に接続され、カ
ソード電極は第２電源（ＥＬＶＳＳ）に接続される。このような有機発光ダイオード（Ｏ
ＬＥＤ）は、画素駆動回路１４２から供給される電流に対応して所定の輝度の光で発光す
る。
【００８２】
　ただし、本発明の実施形態の場合、表示部１３０を構成する各画素１４０は、一フレー
ムの一部期間（上述した（ｃ）段階）に対して複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に順に複数の
走査信号が供給されるときに複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に供給される複数のデータ信
号の供給を受けるが、一フレームの残りの期間（（ａ）、（ｂ）、（ｄ）、（ｅ）段階）
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に対しては各複数の走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に印加される複数の走査信号、各複数の画素１
４０に印加される第１電源（ＥＬＶＤＤ）、各複数の発光制御線（ＧＣ１～ＧＣｎ）に印
加される複数の発光制御信号が同時に一括的にそれぞれ定められた所定の電圧レベルで前
記各画素１４０に印加される。
【００８３】
　これにより、前記各画素１４０に備えられる画素の駆動回路１４２は、第１スイッチ（
Ｍ１）、駆動トランジスタ（Ｍ２）、第２スイッチ（Ｍ３）、および１つのキャパシタ（
Ｃｓｔ）を備える。
【００８４】
　また、本発明の他の一実施形態に係る前記各画素の駆動回路は、第１ノード（Ｎ１）に
接続した一端に対応するキャパシタ（Ｃｓｔ）の他端、および有機発光ダイオード（ＯＬ
ＥＤ）のカソード電極に、図３にて破線で示すように、それぞれ連結した寄生キャパシタ
（Ｃｏｌｅｄ）をさらに備えてもよい。
【００８５】
　前記寄生キャパシタ（Ｃｏｌｅｄ）は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電
極およびカソード電極によって生成される寄生キャパシタの容量を考慮して前記キャパシ
タ（Ｃｓｔ）とカップリング効果を活用するように連結される。
【００８６】
　図３において、第１スイッチ（Ｍ１）のゲート電極は走査線（Ｓ）に接続され、第１電
極はデータ線（Ｄ）に接続される。また、第１スイッチ（Ｍ１）の第２電極は第１ノード
（Ｎ１）に接続される。
【００８７】
　すなわち、前記第１スイッチ（Ｍ１）のゲート電極には走査信号（Ｓｃａｎ（ｎ））が
入力され、第１電極にはデータ信号（Ｄａｔａ（ｔ））が入力される。
【００８８】
　駆動トランジスタ（Ｍ２）のゲート電極は第１ノード（Ｎ１）に接続され、第１電極は
有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極に接続される。また、駆動トランジスタ
（Ｍ２）の第２電極は第２スイッチ（Ｍ３）の第１、２電極を介して第１電源（ＥＬＶＤ
Ｄ（ｔ））と連結する。前記駆動トランジスタ（Ｍ２）は有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ
）にデータ信号に応じた駆動電流を印加する駆動トランジスタとしての役割を行う。
【００８９】
　すなわち、前記第２スイッチ（Ｍ３）のゲート電極は発光制御線（ＧＣ）に接続され、
第１電極は前記駆動トランジスタ（Ｍ２）の第２電極と接続され、第２電極は前記第１電
源（ＥＬＶＤＤ（ｔ））と接続する。
【００９０】
　これにより、前記第２スイッチ（Ｍ３）のゲート電極には発光制御信号（ＧＣ（ｔ））
が入力され、第２電極には所定のレベルに可変して提供される第１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ
））が入力される。
【００９１】
　また、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のカソード電極は第２電源（ＥＬＶＳＳ）と連
結し、前記駆動トランジスタ（Ｍ２）のゲート電極、すなわち、第１ノード（Ｎ１）と駆
動トランジスタ（Ｍ２）の第１電極、すなわち、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノ
ード電極の間にはキャパシタ（Ｃｓｔ）が接続される。
【００９２】
　図３に示す実施形態の場合、前記第１スイッチ（Ｍ１）、駆動トランジスタ（Ｍ２）、
第２スイッチ（Ｍ３）はすべてＮＭＯＳで実現される。しかしながら、第１スイッチ（Ｍ
１）、駆動トランジスタ（Ｍ２）、第２スイッチ（Ｍ３）はこれに限定されるものではな
く、ＰＭＯＳで実現されることができる。上述したように、本発明の実施形態に係る前記
各画素１４０は「同時発光方式」によって駆動されることを特徴とし、これは具体的に図
４に示すように、各フレーム別にリセット期間（Ｔ１）、しきい電圧補償期間（Ｔ２）、
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走査期間（Ｔ３）、発光期間（Ｔ４）、および発光オフ期間（Ｔ５）に区分される。すな
わち、１つのフレームはリセット期間（Ｔ１）、しきい電圧補償期間（Ｔ２）、走査期間
（Ｔ３）、発光期間（Ｔ４）、および発光オフ期間（Ｔ５）を含んで実現されてもよい。
【００９３】
　このとき、前記走査／データ入力期間（Ｔ３）については、複数の走査信号が各走査線
に対して順に入力され、これに対応して各画素に複数のデータ信号が順に入力されるが、
この他の期間については予め設定されたレベルの電圧値を有する信号、すなわち、第１電
源（ＥＬＶＤＤ（ｔ））、走査信号（Ｓｃａｎ（ｎ））、発光制御信号（ＧＣ（ｔ））、
データ信号（Ｄａｔａ（ｔ））が表示部を構成する全体の各画素１４０に一括的に印加さ
れる。
【００９４】
　すなわち、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電圧リセット、各画素１４０に
備えられた駆動トランジスタ（Ｍ２）のしきい電圧補償、および各画素の発光動作は、フ
レーム別に表示部内のすべての画素１４０で同時に実現されることを特徴とする。
【００９５】
　特に、図４を参照して理解できるように、有機発光表示装置の同時発光方式の画素の駆
動タイミングにおいて、走査期間（Ｔ３）を除いた残りのリセット期間（Ｔ１）、しきい
電圧補償期間（Ｔ２）、発光期間（Ｔ４）、および発光オフ期間（Ｔ５）におけるデータ
信号の電圧値は、予め設定されたレベルの電圧値に維持されている。
【００９６】
　特に、リセット期間（Ｔ１）としきい電圧補償期間（Ｔ２）におけるデータ信号の電圧
は特定のレベルのロー（ｌｏｗ）電圧を維持しており、発光期間（Ｔ４）では特別な電圧
値を指定しないでいる。したがって、一般に発光期間（Ｔ４）では、最後の走査ラインの
データ信号の電圧が印加されるようになっている。
【００９７】
　しかしながら、このような同時発光方式の画素駆動タイミング図により、リセット期間
（Ｔ１）としきい電圧補償期間（Ｔ２）でデータ信号の電圧をロー電圧に設定するように
なれば、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の駆動トランジスタのターンオンが困難である
ため、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電圧のリセットが困難になる虞がある
。これとは反対に、リセット期間（Ｔ１）としきい電圧補償期間（Ｔ２）でデータ信号の
電圧をハイ（ｈｉｇｈ）電圧に設定するようになれば、駆動トランジスタのしきい電圧を
補償することが困難になる問題が発生することがある。
【００９８】
　さらに、発光期間（Ｔ４）におけるデータ信号の電圧を、図４に示すように特別に指定
せずに最後の走査ラインのデータ信号電圧で印加するようにする場合、このときの電圧が
ロー電圧に設定されれば、発光時に画素の第１スイッチ側に漏洩電流が発生し、表示画質
に深刻な問題を招来する虞がある。
【００９９】
　したがって、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の駆動電圧のリセットと駆動トランジス
タのしきい電圧の補償を効率的に実行しながらも、同時に有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ
）の発光期間に第１スイッチ（Ｍ１）を介した電流の漏洩を減らすための有機発光表示装
置の同時発光方式における期間別データ信号の電圧を調節する必要がある。
【０１００】
　このような目的を達成するために、本発明の一実施形態に係る有機発光表示装置の同時
発光方式の画素の駆動を示す駆動タイミング図を図５に示した。また、図５を参照して理
解できるように、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のカソード電極と連結する第２電源（
ＥＬＶＳＳ）の電圧値を所定のレベルに設定して印加することにより、有機発光ダイオー
ド（ＯＬＥＤ）のアノード電極のリセット時に有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）側におけ
る電流漏洩を制限して最小化するようにしている。
【０１０１】
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　以下、図６～図１５を参照しながら、本発明の実施形態に係る有機発光表示装置の同時
発光方式の駆動を具体的に説明する。
【０１０２】
　図６、図８、図１０、図１２、および図１４は前記実施形態に係る有機発光表示装置の
駆動段階別の画素駆動を示す回路図であり、図７、図９、図１１、図１３、および図１５
は有機発光表示装置の駆動段階別の画素駆動を示す駆動タイミング図である。
【０１０３】
　ただし、説明の便宜のために、入力される信号の電圧レベルを具体的な数値で説明する
が、これは理解を助けるための任意の値であり、実際の設計値に該当するものではないこ
とに留意しなければならない。
【０１０４】
　まず、図６および図７を参照すれば、これは１つのフレームを実現する期間のうちのリ
セット期間を説明している。すなわち、表示部１３０の各画素１４０に印加されたデータ
電圧がリセットされる期間であり、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）が発光しないように
有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極の電圧をカソード電極の電圧以下に低下
させる段階である。
【０１０５】
　本発明の一実施形態として、前記リセット期間では第１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ））がロ
ーレベル（一例として０Ｖ）で印加され、走査信号（Ｓｃａｎ（ｎ））がハイレベル（一
例として１１Ｖ）で印加され、発光制御信号（ＧＣ（ｔ））はハイレベル（一例として５
Ｖ）で印加される。
【０１０６】
　このように、ハイレベルのデータ信号が駆動トランジスタのゲート電極に印加されれば
、図４に示すローレベルのデータ信号がゲート電極に印加されるものよりも、駆動トラン
ジスタに流れる電流が大きい。したがって、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード
電極に積もった電荷が０Ｖ電圧によって急速に放電される。これにより、有機発光ダイオ
ード（ＯＬＥＤ）の駆動電圧を急速にリセットさせることができる。
【０１０７】
　具体的に、第１ノード（Ｎ１）にはデータ信号に印加された１０Ｖ、すなわち、駆動ト
ランジスタ（Ｍ２）をフルオンさせることができるレベルの電圧が印加されば、有機発光
ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極からターンオンされた駆動トランジスタ（Ｍ２）
および第２スイッチ（Ｍ３）を介して前記第１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ））における電流経
路が形成される。したがって、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電圧は前記第
１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ））の電圧値である０Ｖまで低下するようになる。
【０１０８】
　前記ハイレベルの電圧値は特に制限されるものではなく、好ましくはデータ信号の電圧
範囲のうちで最も高いデータ信号の電圧値として設定してもよい。このように、リセット
段階でデータ信号の電圧をハイレベルで印加するようになれば、駆動トランジスタのゲー
ト電極に駆動トランジスタをターンオンさせることができる十分な電圧を印加するように
なり、したがって、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極電圧が急速に０Ｖに
リセットされる。
【０１０９】
　本発明の実施形態によって、好ましくは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のカソード電
極に接続する第２電源（ＥＬＶＳＳ）の電圧を所定の適切なローレベルの電圧、すなわち
、所定の正のローレベル電圧で印加させて有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）側における漏
洩電流が制限されるようにできる。
【０１１０】
　図６および図７を参照すれば、前記リセット段階における信号の印加に応じて第１スイ
ッチ（Ｍ１）、駆動トランジスタ（Ｍ２）、第２スイッチ（Ｍ３）はターンオンされる。
【０１１１】
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　次に、図８および図９を参照すれば、これは１つのフレームを実現する期間のうちの駆
動トランジスタのしきい電圧補償期間を説明している。すなわち、これは表示部１３０の
各画素１４０に備えられた駆動トランジスタ（Ｍ２）のしきい電圧がキャパシタ（Ｃｓｔ
）に保存される期間であり、これは以後に各画素にデータ電圧が充電されるとき、駆動ト
ランジスタのしきい電圧の偏差による不良を除去する役割を行う。
【０１１２】
　本発明の一実施形態により、前記しきい電圧補償期間では第１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ）
）がハイレベル（一例として１５Ｖ）で印加され、走査信号（Ｓｃａｎ（ｎ））および発
光制御信号（ＧＣ（ｔ））はそれぞれハイレベル（一例として１１Ｖ、２０Ｖ）で印加さ
れ、データ信号（Ｄａｔａ（ｔ））も以前のリセット期間よりは低い電圧値であるが、比
較的高いレベル（一例として３Ｖ）で印加、維持される。
【０１１３】
　本発明の一実施形態により、前記しきい電圧補償期間のデータ信号の電圧は特に制限さ
れるものではないが、各画素にデータ電圧が充電されるとき、駆動トランジスタのしきい
電圧の偏差を最も適切に代表することができる電圧値で印加されてもよい。
【０１１４】
　また、前記リセット期間のデータ信号の電圧と前記駆動トランジスタのしきい電圧補償
期間のデータ信号の電圧を比較するとき、リセット期間のデータ信号電圧と同じ水準のハ
イレベルであってもよいが、好ましくはそれよりも低い電圧であることが特徴である。
【０１１５】
　また、前記しきい電圧補償期間のデータ信号の電圧は、前記駆動トランジスタをターン
オンさせるための最低の電圧値に設定されてもよい。
【０１１６】
　また、前記しきい電圧補償段階も表示部を構成する各画素に一括的に適用されるもので
あるため、しきい電圧補償段階で印加される信号、すなわち、第１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ
））、走査信号（Ｓｃａｎ（ｎ））、発光制御信号（ＧＣ（ｔ））、およびデータ信号（
Ｄａｔａ（ｔ））はそれぞれ設定されたレベルの電圧値で前記すべての画素に同時に印加
される。このような信号の印加に応じて第１スイッチ（Ｍ１）、駆動トランジスタ（Ｍ２
）、第２スイッチ（Ｍ３）はターンオンされる。
【０１１７】
　具体的に、上述したリセット期間で有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電圧は
０Ｖであり、しきい電圧補償期間の駆動トランジスタのゲート電極電圧は３Ｖであり、第
１電源は１５Ｖである。このとき、駆動トランジスタのしきい電圧は１Ｖに設定する。
【０１１８】
　ゲート電極電圧とアノード電極電圧、すなわち、駆動トランジスタのソース電極電圧が
０Ｖであるため駆動トランジスタはターンオンされる。これにより、ソース電極電圧はゲ
ート電極電圧からしきい電圧を除いた電圧である２Ｖである。有機発光ダイオード（ＯＬ
ＥＤ）のカソード電極の電圧が３Ｖに固定されているため、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）には電流が流れない。
【０１１９】
　このような方式により、しきい電圧補償期間（Ｔ２）のキャパシタ（Ｃｓｔ）には駆動
トランジスタのしきい電圧に対応する電圧が充電される。
【０１２０】
　次に、図１０および図１１を参照すれば、これは１つのフレームを実現する期間のうち
の走査期間／データ入力期間を説明している。すなわち、これは表示部１３０の複数の各
走査線（Ｓ１～Ｓｎ）に連結されたそれぞれの画素に対して順に走査信号が印加され、こ
れによって複数の各データ線（Ｄ１～Ｄｍ）に供給されるデータ信号が印加される段階で
ある。
【０１２１】
　すなわち、図１１に示す走査期間に対しては走査信号が各走査線に対して順に入力され
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、これに対応して各走査線別に連結された画素にデータ信号が順に入力され、前記期間に
発光制御信号（ＧＣ（ｔ））はローレベル（一例として－３Ｖ）で印加される。
【０１２２】
　ただし、本発明の実施形態の場合、図１１に示すように、前記順に印加される走査信号
の幅を２水平時間（２Ｈ）で印加することが好ましい。すなわち、ｎ－１番目の走査信号
（Ｓｃａｎ（ｎ－１））の幅と続いて順に印加されるｎ番目の走査信号（Ｓｃａｎ（ｎ）
）の幅は１Ｈだけ重なるように印加される。
【０１２３】
　これは、表示部の大面積化による信号線のＲＣ遅延（ｄａｌａｙ）による充電不足の現
象を克服するためである。
【０１２４】
　また、前記発光制御信号（ＧＣ（ｔ））がローレベルで印加されることによってＮＭＯ
Ｓである第２スイッチ（Ｍ３）はターンオフされ、これによって前記第１電源（ＥＬＶＤ
Ｄ（ｔ））は前記期間に対していかなるレベルの電圧で提供されても問題ない。
【０１２５】
　図１０の回路図による本発明の一実施形態に係る有機発光表示装置の画素の場合、ハイ
レベルの走査信号が印加されて第１スイッチ（Ｍ１）がターンオンされれば、これに対し
て所定の電圧値を有するデータ信号が第１スイッチの第１、２電極を経由して第１ノード
（Ｎ１）に印加される。
【０１２６】
　このとき、前記印加されるデータ信号の電圧値が６Ｖであると仮定する場合、前記第１
ノードの電圧は以前の期間の３Ｖから６Ｖに上昇し、キャパシタの両端電圧はデータ信号
電圧変化に応じて変わる。しきい電圧補償期間でキャパシタの両端電圧は、駆動トランジ
スタのしきい電圧に対応する電圧で充電される。そして、走査期間のキャパシタの一端電
圧、すなわち、駆動トランジスタのゲート電極電圧がデータ信号の電圧に変われば、キャ
パシタの他端電圧はしきい電圧で充電された電圧からデータ信号の変化に対応する電圧だ
け変わる。
【０１２７】
　具体的に、データ信号電圧の変化に応じてキャパシタのカップリング効果によってキャ
パシタの他端電圧が変わる。このとき、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）に並列的に連結
されている寄生キャパシタ（Ｃｏｌｅｄ）とキャパシタ（Ｃｓｔ）の間のキャパシタンス
比に応じてキャパシタの他端電圧が変わる。
【０１２８】
　ただし、前記走査期間では第２スイッチ（Ｍ３）がターンオフされているため、有機発
光ダイオード（ＯＬＥＤ）と第１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ））の間に電流経路が形成されず
、実質的には有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）には電流が流れない。すなわち、発光が実
行されない。
【０１２９】
　次に、図１２および図１３を参照すれば、これは１つのフレームを実現する期間のうち
の画素の有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）が前記走査期間で入力されたデータ信号に対応
して発光する発光期間を説明している。すなわち、これは表示部１３０の各画素１４０に
保存されたデータ信号電圧に対応する電流が各画素に備えられた有機発光ダイオード（Ｏ
ＬＥＤ）に提供されて発光が実行される期間である。
【０１３０】
　すなわち、前記発光期間では第１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ））がハイレベル（一例として
２０Ｖ）で印加され、走査信号（Ｓｃａｎ（ｎ））はローレベル（一例として１Ｖ）が印
加され、発光制御信号（ＧＣ（ｔ））はハイレベル（一例として２０Ｖ）で印加される。
前記走査信号（Ｓｃａｎ（ｎ））のローレベルの例として１Ｖを設定したが、これは１つ
の例示に過ぎず、第１スイッチ（Ｍ１）をターンオフすることができる水準の負の電圧で
設定してもよい。
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【０１３１】
　ここで、前記走査信号（Ｓｃａｎ（ｎ））がローレベルで印加されることによってＮＭ
ＯＳである第１スイッチ（Ｍ１）はターンオフされ、このとき、本発明の一実施形態に係
る有機発光表示装置のデータ信号の電圧はハイレベル（一例として１０Ｖ）であるため、
第１スイッチに漏洩電流が流れない。
【０１３２】
　有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）が発光する発光期間のデータ信号の電圧は特に制限さ
れるものではないが、前記駆動トランジスタに対応するデータ信号を伝達する第１スイッ
チに漏洩電流が発生しないようにする電圧であってもよい。より好ましくは、前記走査期
間における複数の走査信号に応じて対応するデータ信号の印加電圧値のうちで最も高いデ
ータ信号の電圧値に設定してもよい。
【０１３３】
　また、前記発光段階また表示部を構成する各画素に一括的に適用されるものであるため
、発光段階で印加される信号、すなわち、第１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ））、走査信号（Ｓ
ｃａｎ（ｎ））、発光制御信号（ＧＣ（ｔ））、およびデータ信号（Ｄａｔａ（ｔ））は
それぞれ設定されたレベルの電圧値で前記すべての画素に同時に印加される。
【０１３４】
　このような信号の印加に応じて第１スイッチ（Ｍ１）はターンオフされ、駆動トランジ
スタ（Ｍ２）、第２スイッチ（Ｍ３）はターンオンされる。
【０１３５】
　このように、駆動トランジスタ（Ｍ２）、第２スイッチ（Ｍ３）のターンオンによって
前記第１電源と有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のカソード電極までの電流経路が形成さ
れ、これによって前記駆動トランジスタ（Ｍ２）のＶｇｓ電圧値、すなわち、駆動トラン
ジスタのゲート電極と第１電極の電圧差に該当する電圧に対応する電流が有機発光ダイオ
ード（ＯＬＥＤ）に印加され、これに対応する明るさで発光する。
【０１３６】
　このとき、本発明の一実施形態により、データ信号の電圧をハイレベルで印加すること
によって第１スイッチに漏洩電流が発生することを最小化するため、有機発光ダイオード
（ＯＬＥＤ）の発光時に輝度が改善された高品質の表示画面を実現できるようになる。
【０１３７】
　このように、表示部全体の発光が実行された後には、本発明の他の実施形態によっては
、図１４および図１５に示すように発光オフ段階を実行してもよい。
【０１３８】
　すなわち、図１４を参照すれば、前記発光オフ期間では第１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ））
がローレベル（一例として－３Ｖ）で印加され、走査信号（Ｓｃａｎ（ｎ））はローレベ
ル（一例として１Ｖまたは０Ｖ）が印加され、発光制御信号（ＧＣ（ｔ））はハイレベル
（一例として２０Ｖ）で印加され、データ信号（Ｄａｔａ（ｔ））はローレベル（一例と
して１Ｖ）で印加される。
【０１３９】
　すなわち、図１２の発光期間と比較するとき、前記第１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ））がハ
イレベルからローレベル（一例として－３Ｖ）に変更されたことと、データ信号（Ｄａｔ
ａ（ｔ））がハイレベルからローレベル（一例として１Ｖ）に変更されたこと以外には類
似している。
【０１４０】
　この場合、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）のアノード電極は駆動トランジスタと第２
スイッチ（Ｍ３）のターンオンによって前記第１電源への電流経路が形成されるため、こ
の電圧値は前記第１電源（ＥＬＶＤＤ（ｔ））の電圧値である－３Ｖまで次第に低下する
ようになり、これは結果的にアノード電極の電圧がカソード電極以下に低下するために発
光がオフされる。
【０１４１】
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　このように、図６～図１５を参照しながら説明したように、リセット期間、しきい電圧
補償期間、走査期間、発光期間、および発光オフ期間を介して１つのフレームが実現され
、これは継続して循環してその次のフレームを実現する。すなわち、図１４および図１５
の発光オフ期間後には再び図６および図７のリセット期間が進められる。
【０１４２】
　以上、本発明の具体的な実施形態と関連して本発明を説明したが、これは例示に過ぎず
、本発明がこれに制限されることはない。当業者は本発明の範囲を逸脱せずに説明した実
施形態を変更または変形することができ、このような変更または変形も本発明の範囲に属
する。また、本明細書で説明した各構成要素の物質は、当業者が公知の多様な物質から容
易に選択して代替することができる。さらに、当業者は、本明細書で説明した構成要素の
うちの一部を性能の劣化なく省略したり性能を改善するために構成要素を追加することが
できる。これだけでなく、当業者は工程環境や装備に応じて本明細書で説明した方法段階
の順序を変更することもできる。したがって、本発明の範囲は説明された実施形態ではな
く、特許請求の範囲およびその均等物によって決定されなければならない。
【符号の説明】
【０１４３】
　１１０　走査駆動部
　１２０　データ駆動部
　１３０　表示部
　１４０　画素
　１４２　画素駆動回路
　１５０　タイミング制御部
　１６０　発光制御駆動部
　１７０　電源駆動部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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